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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
五
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
早
稲
田
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
二
階
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
﹁
シ
ス

テ
ム
共
同
運
用
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
慶
図
書
館
の
挑
戦
」﹂
の
併
設
展
示
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
展
の
企
画
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
五
日
に
右
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
関
連
し
た
早
慶
共
同
の
催
し

と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
校
と
も
に
長
い
歴
史
を
持
つ
な
か
で
、
両
大
学
所
蔵
の
貴
重
な
資
料
を
一
堂
に
出
陳
し
た
展
示
は
珍

し
い
機
会
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、本
展
の
概
要
で
あ
る
が
、図
書
館
も
含
め
た
両
校
の
歴
史
や
創
設
者
の
関
係
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
ひ
も
解
く
な
か
で
、﹁
創
設
者
﹂、

﹁
大
学
﹂、﹁
初
代
館
長
﹂、﹁
図
書
館
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
資
料
を
選
び
展
示
し
た
。
な
か
で
も
、
初
代
両
図
書
館
長
の
交
流
が
明

ら
か
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
展
示
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
き
た
い
。

﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄
第
六
十
八
号
︵
二
〇
二
一
年
三
月
︶

〔
展
示
報
告
〕

シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
慶
図
書
館
の
挑
戦
」

併
設
展
示
に
寄
せ
て

嶌
　
田
　
　
　
修
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一　

両
校
の
歴
史
と
創
設
者

　

前
半
の
コ
ー
ナ
ー
︵﹁
創
設
者
﹂、﹁
大
学
﹂︶
で
は
、
両
校
の
創
設
者
ま
た
は
大

学
の
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
関
連
資
料
を
展
示
し
た
。
大
隈
重
信
、
福
澤

諭
吉
と
も
に
日
本
の
近
代
史
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
が
、
前
者

は
政
治
家
、
後
者
は
思
想
家
と
し
て
、
異
な
る
立
場
か
ら
近
代
日
本
の
建
設
に

携
わ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
は
強
い
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
大
隈
が

大
蔵
卿
で
あ
っ
た
時
に
、
福
澤
に
そ
の
門
下
生
の
な
か
か
ら
有
能
な
人
物
の
推

薦
を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
両
校
の
理
念
に
関
す
る
資
料
か
ら
み
て
い
こ
う
。﹁
慶
應
義
塾
之
目

的
﹂︻
写
真
②
︼
は
、
一
八
九
六
年
に
福
澤
諭
吉
が
同
窓
会
で
行
っ
た
演
説
の

一
節
を
福
澤
自
身
が
あ
ら
た
め
て
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
に
学
ん

だ
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
﹁
気
品
の
泉
源 

智
徳
の
模
範
﹂
は
、
現
在
も

モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
早
稲
田
側
の
資
料
は
、

﹁
早
稲
田
大
学
教
旨
﹂︻
写
真
③
︼
や
﹁
祝
東
京
専
門
学
校
之
開
校
﹂︻
写
真
④
︼

で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、﹁
学
問
の
独
立
﹂﹁
学
問
の
活
用
﹂﹁
模
範
国
民
の
造
就
﹂

を
基
礎
と
す
る
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
教
育
の
理
念
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
の

【
写
真
①
】
展
示
会
場
の
風
景
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【
写
真
③
】
早
稲
田
大
学
教
旨
（
前
島
密
書
、
一
九
一
五
年
、
早
大
蔵
）

【
写
真
②
】
慶
應
義
塾
之
目
的
（
福
澤
諭
吉
書
、
一
八
九
六
年
、
慶
大
蔵
）
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創
立
三
〇
周
年
の
式
典
に
お
い
て
大
隈
重
信
が
宣
言
し
た
。
こ
う
し

て
制
定
さ
れ
た
教
旨
は
、
前
島
密
が
揮
毫
し
欅
の
板
額
に
刻
ま
れ
て

掲
げ
ら
れ
た
が
、
本
資
料
は
そ
の
自
筆
原
本
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
立

憲
帝
国
の
忠
良
な
る
臣
民
と
し
て
﹂
の
一
四
文
字
は
、
戦
後
に
教
旨

検
討
委
員
会
の
議
を
経
て
削
除
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
後
者

は
、﹁
教
旨
﹂
に
も
謳
わ
れ
て
い
る
﹁
学
問
の
独
立
﹂
の
原
点
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
一
〇
月
二
一
日
の
東
京
専
門
学
校

︵
早
稲
田
大
学
の
前
身
︶
開
校
式
で
の
小
野
梓
の
祝
辞
で
、
本
学
の
建

学
の
理
念
と
な
る
﹁
学
問
の
独
立
﹂
を
宣
言
し
た
歴
史
的
な
内
容
で

あ
る
。
小
野
は
そ
の
理
念
の
実
現
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
主
と
さ
れ

て
き
た
外
国
の
言
語
・
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
日
本
語
に
よ
る
教
育

の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

　

先
述
し
た
大
隈
と
福
澤
の
交
流
に
関
す
る
資
料
も
見
て
み
よ
う
。
市
島
謙
吉
編
﹁
大
隈
家
収
蔵
文
書
﹂
の
な
か
に
見
ら
れ
る
資
料
は
、

冒
頭
で
も
触
れ
た
人
材
交
流
の
ひ
と
つ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
福
澤
が
大
隈
の
望
み
に
応
じ
統
計
学
に
詳
し
い
人
材
を
推

薦
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
簡
の
写
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
別
紙
と
し
て
﹁
ス
タ
チ
ス
チ
ッ
ク
の
仲
間
﹂
と
あ
る
の
が
そ
の
人
材
リ
ス
ト

で
あ
ろ
う
︻
写
真
⑤
︼。
リ
ス
ト
に
名
前
が
見
え
る
森
下
岩
楠
は
、
大
蔵
省
に
出
仕
す
る
が
、
明
治
一
四
年
の
政
変
で
下
野
し
立
憲
改
進

党
に
参
加
、
そ
の
後
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
、
財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
た
慶
應
義
塾
を

立
て
直
す
た
め
、
当
時
大
蔵
卿
で
あ
っ
た
大
隈
に
意
見
を
求
め
た
福
澤
の
書
簡
が
あ
る
。
福
澤
は
、
文
部
省
と
の
折
衝
に
際
し
大
蔵
省
側

【
写
真
④
】 

祝
東
京
専
門
学
校
之
開
校
（
小
野
梓
筆
、
一
八
八
二
年
、

『
東
洋
遺
稿
』
の
う
ち
、
早
大
蔵
）



シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
慶
図
書
館
の
挑
戦
」
併
設
展
示
に
寄
せ
て

─　　─101

か
ら
の
意
見
や
後
押
し
な
ど
を
求
め
、
大
隈
も
そ
れ
を
支
援
し
た
が
、

結
局
政
府
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
と

あ
わ
せ
て
、
福
澤
が
実
際
に
文
部
省
に
提
出
し
た
私
塾
維
持
資
金
借

用
願
も
展
示
し
た
︻
写
真
⑥
︼。
ち
な
み
に
、
一
八
八
二
年
に
開
校

し
た
東
京
専
門
学
校
も
、
開
校
直
後
は
運
営
に
苦
心
す
る
道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
。
当
時
の
私
学
の
経
営
は
想
像
以
上
に
困
難
を
極
め
る

状
況
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
、
大
隈
重
信
と
福
澤
諭
吉
の
交
流
は
終
生
に
わ

た
り
続
け
ら
れ
た
。
自
邸
に
温
室
を
作
り
、
帝
国
愛
蘭
協
会
の
初
代

会
長
も
務
め
る
な
ど
園
芸
を
愛
し
た
大
隈
は
、
福
澤
の
逝
去
に
際
し
、

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
花
を
そ
の
御
霊
に
手
向
け
た
と
言
わ
れ
て
い

る
︻
写
真
⑦
︼。

　

そ
の
他
、
両
者
の
著
作
や
旧
蔵
書
な
ど
も
展
示
し
た
。
福
澤
に
つ

い
て
は
﹃
文
明
論
之
概
略
﹄
初
版
、﹃
西
洋
事
情
﹄
初
版
な
ど
、
大

隈
に
つ
い
て
は
﹃
国
民
読
本
﹄、﹃
経
世
論
﹄、﹃
東
西
文
明
之
調
和
﹄

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
福
澤
自
身
の
書
き
入
れ
が
あ
る

U
tilitarianism

 by John Stuart M
ill

︵
Ｊ
・
Ｓ
ミ
ル
﹃
功
利
主
義
﹄︶

は
貴
重
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
の
﹃
功
利
主
義
﹄
は
福
澤
が
最
も
影
響
を

【
写
真
⑤
】 

福
沢
諭
吉
書
簡 

大
隈
重
信
宛
「
別
紙
」
の
部
分
（
市
島

謙
吉
編
「
大
隈
家
収
蔵
文
書
」
一
九
三
四
年
、
早
大
蔵
）
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【
写
真
⑦
】 

伯
爵
大
隈
家
写
真
帳
よ
り
温
室
の
風
景
（
一
九
一
二
年
、

早
大
蔵
）

【
写
真
⑥
】 

私
塾
維
持
資
金
借
用
願 

西
郷
従
道
宛
（
福
澤
諭
吉
、
一
八

七
八
年
、
早
大
蔵
）
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受
け
た
洋
書
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
福
澤
の
旧
蔵
本
で
あ
る

本
書
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
鉛
筆
や
毛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら

れ
、
そ
の
量
は
旧
蔵
書
中
で
群
を
抜
く
も
の
で
あ
る
。
書
入
れ
に
よ

る
と
、
ミ
ル
の
主
張
す
る
正
・
不
正
の
時
勢
に
伴
う
変
遷
や
、
利
に

貪
欲
で
あ
り
能
動
的
で
活
発
な
精
神
の
養
成
な
ど
に
深
い
共
感
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︻
写
真
⑧
︼。

二　

両
校
図
書
館
の
歴
史
と
初
代
館
長

　

続
い
て
後
半
の
コ
ー
ナ
ー
︵﹁
初
代
館
長
﹂、﹁
図
書
館
﹂︶
を
見
て
い

く
が
、
そ
の
前
に
両
校
の
図
書
館
の
歴
史
と
初
代
館
長
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
の
歴
史
は
、
福
澤
諭
吉
が
開
い
た
蘭
学

塾
の
ヅ
ー
フ
室
か
ら
三
田
の
﹁
月
波
楼
﹂
図
書
室
に
萌
芽
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
設
立
へ
の
福
澤
の
関
心
は
高
く
、
大
学
部

発
足
の
一
八
九
〇
年
、
大
学
部
書
館
と
称
す
る
図
書
館
を
設
置
し
た
。

書
館
は
一
九
〇
五
年
に
図
書
館
と
名
を
改
め
、
慶
應
義
塾
創
立
五
〇

年
記
念
事
業
と
し
て
一
九
一
二
年
に
煉
瓦
造
り
の
慶
應
義
塾
図
書
館

︵
現
在
の
図
書
館
旧
館
︶
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
日
吉
、
信
濃
町
、

【
写
真
⑧
】 U

tilitarianism
 by John Stuart M

ill

（
Ｊ
・
Ｓ
ミ
ル
著

『
功
利
主
義
』
一
八
七
四
年
、
慶
大
蔵
）



─　　─104

矢
上
、
湘
南
藤
沢
、
芝
共
立
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
図
書
館
︵
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
︶
を

設
置
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

初
代
館
長
は
、
田
中
一
貞
︵
一
八
七
二
~
一
九
二
一
︶
で
あ
る
︻
写
真
⑨
︼。
田
中

は
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
社
会
学
を
学
び
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で

は
社
会
学
の
泰
斗
Ｇ
・
Ｂ
・
タ
ル
ド
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
帰
国
後
は
、
社
会
学
を
担

当
す
る
慶
應
義
塾
最
初
の
教
授
に
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
・
教
育
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
義
塾
の
運
営
に
も
深
く
関
わ
り
、

一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
幹
事
と
し
て
塾
長
を
補
佐
し
、
初
代
の
図
書
館

主
任
、
監
督
︵
館
長
︶
を
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
亡
く
な
る
ま
で
務
め
、

図
書
館
の
基
礎
を
築
い
た
。
著
書
に
﹃
万
延
元
年
遣
米
使
節
図
録
﹄、﹃
世
界
道
中
か

ば
ん
の
塵
﹄
な
ど
が
あ
り
、
翻
訳
書
に
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
キ
ー
﹃
修
養
論
﹄
が
あ
る
。

　

一
方
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
歴
史
は
、
東
京
専
門
学
校
が
創
立
し
、
そ
の
建
物
の
一
部
に
図
書
室
が
設
置
さ
れ
る
一
八
八
二
年
に
は

じ
ま
る
。
一
九
〇
二
年
、
東
京
専
門
学
校
が
早
稲
田
大
学
と
名
称
を
変
更
し
、
大
学
と
し
て
組
織
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
る
な
か
で
、
早

稲
田
大
学
図
書
館
は
初
め
て
独
立
し
た
施
設
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
五
年
に
新
た
な
図
書
館
棟
が
完
成
し
た
︵
現
在
の

二
号
館
︶。
さ
ら
に
一
九
九
一
年
に
は
中
央
図
書
館
が
開
館
し
、
中
央
館
の
機
能
を
こ
こ
に
移
転
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

独
立
し
た
図
書
館
組
織
と
し
て
の
初
代
館
長
は
、
市
島
謙
吉
︵
春
城
、
一
八
六
〇
~
一
九
四
四
︶
で
あ
る
︻
写
真
⑩
︼。
市
島
は
、
小
野
梓

と
の
出
会
い
に
よ
り
大
隈
重
信
の
知
遇
を
得
て
、
立
憲
改
進
党
の
設
立
に
参
加
し
、
本
学
の
経
営
に
も
手
腕
を
振
る
っ
た
。
高
田
早
苗
、

坪
内
逍
遙
、
天
野
為
之
と
と
も
に
早
稲
田
四
尊
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
﹃
高
田
新
聞
﹄
を
立
ち
上
げ
、

【
写
真
⑨
】
田
中
一
貞
肖
像
（
慶
大
蔵
）



シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
早
慶
図
書
館
の
挑
戦
」
併
設
展
示
に
寄
せ
て

─　　─105

政
治
家
と
し
て
衆
議
院
議
員
を
三
期
務
め
て
い
る
。

　

そ
の
間
、
東
京
専
門
学
校
学
監
で
あ
っ
た
高
田
早
苗
の
薦
め
で
、
東
京
専
門
学
校

図
書
館
長
に
就
任
し
、
改
組
と
と
も
に
早
稲
田
大
学
初
代
図
書
館
長
と
な
る
。
一
九

一
七
年
に
早
稲
田
騒
動
で
辞
す
る
ま
で
、
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
図
書
館
長
を

務
め
、
蔵
書
の
拡
充
な
ど
に
奔
走
し
た
。
他
方
、
日
本
文
庫
協
会
︵
日
本
図
書
館
協
会
︶

を
設
立
す
る
な
ど
、
図
書
館
界
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。
同
協
会
主
催
の
図
書
館
事

項
講
習
会
は
、
司
書
制
度
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
ま
た
、﹃
随
筆
頼
山
陽
﹄
や
﹃
随
筆

早
稲
田
﹄
な
ど
の
著
書
の
ほ
か
に
、﹁
双
魚
堂
日
誌
﹂
や
﹁
春
城
雜
纂
﹂
な
ど
自
身

の
日
誌
や
筆
録
類
は
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

三　

初
代
両
館
長
の
交
流
と
草
創
期
の
図
書
館

　

そ
れ
で
は
、
初
代
両
図
書
館
の
館
長
に
つ
い
て
、
ま
た
両
図
書
館
の
草
創
期
に
つ
い
て
、
展
示
資
料
に
沿
っ
て
み
て
い
こ
う
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
展
示
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
市
島
謙
吉
と
田
中
一
貞
の
交
流
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
田
中
か
ら
市
島
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
は
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
︻
写
真
⑪
︼。
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
市
島
謙
吉
は
、
江

戸
中
期
の
漢
詩
人
で
あ
る
田
中
桐
江
︵
一
六
六
八
~
一
七
四
二
︶
の
書
簡
と
自
筆
の
書
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
桐
江
が
一
貞
の
祖
先
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
贈
っ
た
。
本
書
簡
は
そ
の
礼
状
で
あ
る
。
書
中
に
、﹁
先
日
御
目
ニ
か
け
候
樵
漁
餘
適
﹂
云
々
と
あ
る

が
、
そ
れ
は
桐
江
の
著
作
﹃
樵
漁
餘
適
﹄
の
こ
と
で
あ
り
、
一
貞
は
こ
の
家
蔵
本
を
市
島
に
見
せ
、
後
に
そ
の
影
写
本
を
贈
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
贈
ら
れ
た
写
本
が
、﹁
市
島
春
城
旧
蔵
書
﹂
と
し
て
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

【
写
真
⑩
】
市
島
謙
吉
肖
像
（
早
大
蔵
）
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﹃
樵
漁
餘
適
﹄
は
、
桐
江
の
漢
詩
文
集
で
、
寛
保
元
年
︵
一
七
四
一
︶

の
序
が
あ
る
。
末
尾
に
一
貞
と
兄
の
一
寧
連
名
の
跋
文
が
付
さ
れ
て

お
り
、
謝
意
が
記
さ
れ
て
い
る
︻
写
真
⑫
︼。
礼
状
の
日
付
を
勘
案

す
る
と
、
実
に
一
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
透
写
を
行
い
贈

呈
さ
れ
た
も
の
で
、
桐
江
の
遺
墨
を
得
た
感
激
と
、
市
島
に
対
す
る

思
い
の
深
さ
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
両
館
長
の
交
流
を
表

す
資
料
を
こ
の
機
会
に
展
示
で
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
草
創
期
の
両
図
書
館
に
つ
い
て
展
示
資
料
を
見
て
み
よ
う
。

慶
應
か
ら
は
主
に
ア
ル
バ
ム
や
絵
葉
書
が
出
陳
さ
れ
た
。
ア
ル
バ
ム

は
、
海
を
臨
む
丘
に
建
つ
図
書
館
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
あ
し
ら
っ
た
表

紙
が
目
を
惹
く
︻
写
真
⑬
︼。
一
九
一
二
年
五
月
一
八
日
の
図
書
館

開
館
式
に
お
い
て
、
絵
葉
書
な
ど
と
と
も
に
八
〇
〇
人
を
超
え
る
参

列
者
に
配
ら
れ
た
記
念
品
の
一
つ
で
あ
る
。
一
七
枚
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
、
今
は
現
存
し
な
い
光
景
も
含
め
図
書
館
内
の
様
子
や
往
時
の

三
田
の
街
並
み
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
は
開

館
式
の
様
子
が
確
認
で
き
る
︻
写
真
⑭
︼。
ま
た
絵
葉
書
に
つ
い
て
は
、

あ
る
も
の
は
開
館
記
念
式
典
参
列
者
に
配
ら
れ
、
ま
た
あ
る
も
の
は

【
写
真
⑪
】 

田
中
一
貞
書
簡 

市
島
春
城
宛
（
一
九
一
四
年
一
二
月

一
〇
日
付
、
早
大
蔵
）
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【
写
真
⑫
】 『
樵
漁
餘
適
』「
跋
文
」（
田
中
桐
江
著
、
一
九
一
六
年
、

田
中
一
寧
・
一
貞
写
、
早
大
蔵
）

【
写
真
⑬
】 

図
書
館
ア
ル
バ
ム 

慶
應
義
塾
創
立
五
十
年
紀
念
（
慶

應
義
塾
図
書
館
﹇
一
九
一
二
年
﹈、
慶
大
蔵
）
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図
書
館
玄
関
横
の
﹁
安
礎
石
﹂
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
現
在
も

眠
っ
て
い
る
と
い
う
︻
写
真
⑮
︼。

　

一
方
、
早
稲
田
に
つ
い
て
は
、﹁
東
京
専
門
学
校
壁
書
写
﹂︻
写
真

⑯
︼
に
当
時
の
図
書
室
の
こ
と
を
記
し
た
落
書
き
が
あ
り
興
味
深
い
。

こ
の
資
料
は
、
あ
る
校
友
が
一
八
九
〇
年
に
構
内
の
壁
に
書
か
れ
た

落
書
を
そ
の
ま
ま
写
し
と
り
、
後
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
わ

い
の
な
い
落
書
き
で
あ
る
が
、
当
時
の
学
生
た
ち
の
教
師
観
を
は
じ

め
、
早
稲
田
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
稀
有
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
も
図
書
室
に
関
す
る
記
述
は
、﹁
夜
中
何
ソ
室
ヲ
開
カ
サ
ル
ヤ 

閉

室
ノ
多
キ
ヲ
云
フ
ナ
リ
﹂
な
ど
と
あ
り
、
な
か
な
か
辛
辣
で
あ
る
。

ち
な
み
に
現
在
の
中
央
図
書
館
は
、
年
間
三
二
〇
日
以
上
開
館
し
、

授
業
期
間
中
は
九
時
か
ら
二
二
時
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、﹁
早
稲
田
大
学
図
書
館
建
築
平
面
図
﹂
は
旧
図
書

館
︵
現
在
の
二
号
館
︶
の
建
築
図
面
で
あ
る
が
、
関
東
大
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
堅
牢
と
防
火
を
旨
と
し
、
図
書
数
・
閲
覧
者
数
の
急
増

に
対
応
す
べ
く
建
設
を
進
め
る
様
子
が
伝
わ
る
資
料
で
あ
る
。
図
面

に
見
え
る
二
階
の
大
閲
覧
室
は
三
〇
〇
名
を
収
容
す
る
規
模
で
あ
っ

た
︻
写
真
⑰
︼。
こ
の
よ
う
な
、
蔵
書
数
の
増
加
や
利
用
者
の
ニ
ー

【
写
真
⑭
】 

慶
應
義
塾
図
書
館
ア
ル
バ
ム
よ
り
（
慶
應
義
塾
図
書
館
、

一
九
三
四
年
頃
、
慶
大
蔵
）
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【
写
真
⑮
】 

慶
應
義
塾
創
立
五
十
年
紀
念
図
書
館
開
館
紀
念
絵
葉
書

（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
一
九
一
二
年
、
慶
大
蔵
）

【
写
真
⑯
】 

東
京
専
門
学
校
壁
書
写
（
室
井
平
蔵
写
、
一
九
一
四
年
、

早
大
蔵
）
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ズ
の
変
化
等
に
対
応
し
た
図
書
館
の
整
備
拡
張
は
、
両
校
と
も
に
現

在
に
お
い
て
も
一
番
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
展
の
概
要
を
展
示
資
料
の
一
部
と
と
も
に
振
り
返
っ
た
。

会
期
が
約
一
週
間
と
ご
く
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
若
干
心
残
り
で

は
あ
っ
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
早
慶
両
校
を
は
じ
め
各
大

学
・
関
係
機
関
か
ら
の
参
加
者
の
多
く
が
展
示
室
に
も
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
は
諸
々

の
制
約
も
あ
り
当
館
の
資
料
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

次
は
慶
應
で
と
の
声
も
聞
か
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
人
的
交
流
も
含

め
、
協
力
関
係
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

※ 

本
稿
は
、
本
展
の
﹁
解
説
目
録
﹂
を
も
と
に
加
筆
・
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

【
写
真
⑰
】 

早
稲
田
大
学
図
書
館
建
築
平
面
図
（
早
稲
田
大
学
建
築

事
務
所
、
一
九
二
五
年
、
早
大
蔵
）


